
新潟県中越地域の信
濃川左岸地帯に広が
る越後平野の一端で
古来｢瑞穂国｣といわ
れる水田単作地帯で
ある。 

平成13年2月、三島
郡一円の3ＪＡの合
併により誕生した広
域ＪＡで、その地域
条件の特性を生かし
た画一性に偏らない
農業環境づくりをめ
ざしている。 

１．ＪＡ越後さんとうの概要 
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ＪＡ越後さんとう
の経営理念  

①環境に優しい未来農業をめざして  

②地域とともに、地域社会との共生  

設  立  平成１３年２月１日、新潟県三島郡内３ＪＡが広域合併により新設  

地  区  長岡市（旧寺泊町・旧和島村・旧与板町・旧三島町・旧越路町）・三島郡出雲崎町 

機  構 
本店・３中央支店（北部、中部、こしじ）及び７支店 

   ３地区営農センター（北部、中部、こしじ） 

耕地面積 ５,５７５ha（田：５,２１９ha､畑：３５６ha） 

組合員数  ９,７１５人（正組合員6,294人、准組合員3,3421） 

栽培品種 

構成比率 

栽培面積 ４，０３６ha  ※平成25年産米 

 コシヒカリ（一般・魚沼米） 58.9%、こしいぶき 17.4%、酒米 13.9%、 

 もち米 4.9%、その他うるち 4.9% 

穀物集荷
量  

①米 ２３５，１１０．５俵 ※平成25年産米  （内ｺｼﾋｶﾘ118,465.2、 

       こしいぶき41,759.9、酒米47,128.7、もち13,456.6、その他14,300.1） 

②大豆 ４４７．３（ 302ha） 

③麦  １２７．１ｔ（  60ha） 

共同乾燥調製施設 ＣＥ３基地（処理量 12,050ｔ）、ＲＣ２基地（処理量 3,092ｔ） 

受託販売 

品取扱高 

 

４,５８３，０２６千円 

（米：4,378,241千円、麦･豆･雑穀：88,642千円、野菜：56,396千円、 

 果実：4,934千円、花き･花木16,975千円、畜産物：37,139千円、その他：699千円） 

※平成26年 2月 1日現在 
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将来にわたり発展が望める地域農業づくり 
 （１）水田農業を基幹としながら高品質で安全・安心な農産物の生産に取り組む 
       とともに、園芸作物の普及・定着を進め、地域農業全体の生産力強化と農 
       業所得の確保・向上により、組合員の農業経営の安定をめざします。 
 （２）多様な担い手を育成・支援し・安定的・継続的に発展できる地域農業をめ 
       ざします。 

組合員・地域住民の信頼に応える地域に開かれたJAづくり 
 （１）組合員・地域住民の生活メインバンクとしての信用事業、生活総合保障と 
       しての共済事業、生活に密着した営農経済事業等、地域に開かれた総合事 
       業を展開し、暮らしを応援することで利用者から満足いただけるＪＡをめ 
       ざします。 
 （２）ＪＡ事業を通じ、自然、食料、地域農業、くらしに関する生産者と消費者 
       の相互理解と合意形成に取り組み、健康で豊かに暮らせる地域社会の実現 
       に貢献します。 

環境変化に対応しうる経営基盤の確立と活力ある職場づくり 
 （１）組合員・利用者の期待に応え、環境変化に対応しうる経営基盤を確立する 
       ために、経営管理態勢の強化、経営資源の効率的・効果的運用による収支、 
       財務の改善に努めるとともに、総合的なリスク管理によるコンプライアン 
       ス態勢を強化します。 
 （２）組合員・利用者とのふれあいを大切にし、組合員とともに学び、行動し、 
       現場でそれぞれの職員が自律的に問題解決に取り組み、チームワ―クのと 
       れた活力ある職場を実現します。 

農業 

地域 

ＪＡ 

ＪＡ越後さんとうの経営ビジョン 
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 営農部門の基本戦略 
 
 ○担い手・組織の育成による地域農業生産力の 
   底上げ 
 
 ○実需要望に基づく米の品質向上と適正収量の 
   確保 
 
 ○的確な情報発信と情報共有による組合員 
  （生産者）との結び付き強化 
 
 ○農業経営の安定に向けた園芸振興への取り 
   組み 
   
       ○新たな販売戦略の策定と戦略展開による 
                          販売取扱高（集荷率）の拡大 
 
       ○総合相談員（ＴＡＣ）を中心とした出向 
                          く営農相談体制の強化 
         
       ○食の安全・安心対策の強化 
 
       ○高品質・均質製品の安定供給に向けた 
                          育苗施設・共同乾燥調製施設の利用推進 

↑育苗ハウスを利用したトマト養液土耕栽培 
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 経済部門の営農支援 
 

 ①予約奨励価格の設定 
  商品の受け渡し条件により、当用基準価格より割引   
  〔肥料〕秋渡し、春渡し 
  〔農薬〕春渡し 
 

 ②営農支援価格の設定 
  米生産計画で定めた重点品目（肥料・農薬）について 
  特別価格を設定 
 

 ③肥料自己取奨励価格の設定 
  ＪＡへの自己引き取りすることで予約奨励価格・営農 
  支援価格から割引 
   

 ④床土・培土工場引取奨励価格の設定 
  〔床土・培土〕を工場へ直接自己引き取りすることで 
  予約奨励価格から割引 
 

 ⑤肥料農薬直送対策奨励価格の設定 
  一定以上の申し込み数量を肥料工場からの直送予約を 
  することで予約奨励価格・営農支援価格から割引 
   

 ⑥コスト低減対策奨励価格の設定 
  肥料・農薬の予約購入金額に応じて奨励金の支払い 
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ＪＡ越後さんとう産米の販売状況と今後の取り組み 
  
 
 平成２５年産米の状況と課題 
 
   ◎稲作期間前半の高温～中干し開始の遅れによる生育調節不足 
  ◎コシヒカリの幼穂形成期～出穂期における低温・少照 
  ◎登熟期前半の高温条件等から、白未熟粒（心白粒）や倒伏に 
   よる青未熟粒の発生 
  ◎地耐力不足～刈り遅れによる胴割粒による格落ちが発生 
 
  などの理由により、早生品種では昨年に続き高い品質・収量を 
  確保することができたものの、コシヒカリの栽培管理では課題 
  が残る結果となった。 
 
 

  ○１等米比率  ８７．０％（コシヒカリ ８２．２％） 
    … 新潟県平均 ７５．９％（コシヒカリ ７２．１％） 
  ○集荷率（契約対比）：９９．７％ 
       
  <課題> 
   ①「作土深確保」作土深１５cmによる根域の確保（耕起時に作土深を確認） 
   ②「健苗育成」適期田植にあわせた適期播種、適正播種量、的確な温度管理等による健苗育成 
   ③「適期中干し開始・終了」生育量・ほ場条件にあわせた適期中干し（遅れずに開始・終了） 
   ④「生育診断に基づく穂肥対応」生育診断による適期・適正穂肥（適期に適量を施用） 
   ⑤「飽水管理」出穂後２５日以降の最終かん水（暗渠栓開放） 
   ⑥「適期収穫」機械・施設能力に応じた作付体系、ほ場ごとに収穫適期判断 
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特徴その１ 

 

「ＪＡ越後さんとう」の米づくり 
 管内は、海岸部から中山間地まで多様な地域が存在し日本列島の縮図の

ような地域です。 
この恵まれた自然環境を活用し、消費者や実需者のニーズに即した安全で

日本一おいしい米づくりに励んでいます。 
 

～安全・安心な米づくりの取り組み～ 
圃場一筆ごとの徹底した栽培管理で“安心”をお届け

しています。 
平成25年度の栽培日誌 

 国民の安全・安心に対する関心が
高まる中、平成１５年度より越後さ
んとう管内では、「だれが・どこ
で・どのような農薬や肥料等を使用
して栽培したか」がわかる生産履歴
の記帳を行い、安全・安心米の生産
を行なってます。 
米は、育苗日誌・栽培日誌１～３

の様式を用い、圃場登録をした圃場
一筆ごとの生産工程管理・記帳を行
い、収穫前に全ての確認作業を実施
したうえで、分別集荷・保管を行い
生産から出庫までトレースできるシ
ステムを構築しています。 
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栽培管理状況の把握 
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特徴その２ 

↑現地研修会や現地指導会 

↓稲刈り後には、堆肥等を散布し土づく
りを行い、｢元気な土｣を作ります 

～品質向上に向けた取り組み～ 
品質向上“３１０（さんてん）運動”を展開し 
ています。 

【運動の考え方】 
 “天”…天(豊かな恵み)にたたえられた環境 
 “点”…しっかりポイントを押さえる 
 “展”…品質向上と運動の発展(ステップアッ 
     プ) 

【品質向上目標の３“てん”】 
 １“てん” 
  ⇒玄米等級比率 ９０％以上 
 ２“てん” 
  ⇒10a当たり収量 コシヒカリ510kg 
 ３“てん” 
  ⇒玄米タンパク コシヒカリ6.0％ 
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ＪＡ越後さんとうでは、経営理念に基づいた環境にやさしい未来農業を目指し
て積極的に取り組んでいます。平成１７年３月の生産者大会では、≪豊な自然を
大切にして、管内全域を“ほたる舞う郷土(さと)”として、安らぎと親しみある
郷土づくり運動をすすめ、「環境にやさしい農業」の拡大を図る≫ことを決議し
ました。 
 
     平成１８年度から水稲種子消毒の温湯 

    消毒施設導入。これを機に３割減々栽培 
    に移行し、平成２３年より管内全域を対 
    象に農薬・化学肥料の使用量を慣行栽培 
    より削減した５割減々栽培に取り組んで 
    います。 

↑

管
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
看
板 

 ～環境保全型農業の取り組み～ 
環境にやさしい“未来農業”をめざしています。 
 

  

特徴その３ 
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①４kgでネットの袋に詰められた種籾をハンガーレールのフッ
クに吊下げて、お湯（６０℃）を張った水槽に浸けます。ベルト
コンベアのように、長さ３ｍの水槽を１０分間かけて移動し、種
籾の殺菌を行います。 

②消毒が終わった種もみが休眠から目覚めて発芽しないよう、
そのまま隣の冷却槽（約１０℃の冷水）に移し、冷やします。 

④脱水処理した種もみは、除湿台車に吊るされ
防湿専用の部屋に並べ、病気やカビが発生しな
いよう、約１８％まで水分を落として農家に届けら
れます。 

平成18年に導入した全国初の 
連続投入方式 水稲種籾温湯消毒処理施設 

平成18年産から管内で使用される水稲種子
消毒については、全量農薬を使用しない温湯
消毒処理に切り替え、廃液の出ない環境に配
慮した将来に持続可能な農業に取り組んでい
ます。 

③冷却された種籾は高速遠心分離脱水機にかけ、一定の水
分まで脱水して除湿設備の負荷の低減を図ります。 
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平成２６年度 環境保全農業実践推進テーマ！ 
 

 
ＪＡ管内全域で化学合成肥料・農薬を新潟県が定める使用基準より5割削減した 

5割減減栽培の継続 に取り組んでいます。 

↑棚田から望む風景 

平成23年度から実施している全域での5割減減栽培を継続して取り組み、環境にやさしい
米づくりを進めます。 

また、環境保全を意識した活動をＰＲすることで良品質米産地の価値を発信し高めます。 

加えて、現行の生産目標数量配分制度での環境保全枠の獲得や、新しい環境に関わる施策 

への参加を容易にし、所得の向上につなげていきます。 

★
５
割
減
減
栽
培
取
り
組
み
の 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
： 

◎全域で使用する肥料・農薬を削減し統一すること 
地域における環境負荷の軽減と生産コストの大幅 

削減を目指します。 

◎適正な栽培による品質･食味の維持、向上を目指すこと 
５割減減という限られた条件の中で、品質・食味の 

さらなる向上を目指します。 

◎農産物の安全確保のため、記帳運動を引き続き行うこと 
適正な５割減減栽培の証明と消費者等への説明責任 

のために、生産工程管理を活用します。 
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水稲品質解析の有効的な利活用･･･酒米（五百万石）に実用開始 
（1）品種別の適期刈り取り、分別集荷、有利販売 
（2）的確な施肥方法、肥培管理の検討材料 
（3）生産者の高品質米に対する意識向上 
（4）来年度への品質指標 

平成１５年～２３年 

越路地区におけるリモートセンシング技術の確立 
（1）精度の高い解析 
（2）多品種への適用 
（3）研究機関による認証 

平成１２年～１４年 

２．リモートセンシング事業への取り組み 
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